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第２章 福岡県の環境の将来像  

 

 

 

 

 環境・経済・社会の３つの側面を調和させつつ、前計画に引き続き SDGs の
考え方を活用し、分野横断的に課題に取り組むことにより、環境と経済の好循
環を実現する持続可能な社会の構築を目指します。 
 一方、地球温暖化（気候変動）やプラスチックごみ等、近年の環境問題を取
り巻く状況は大きく変化していることに留意する必要があります。 
 このことから、環境の将来像を実現するため、相互に関連する７つの柱を設
定し、柱ごとに目指す姿を示した上で、全体として持続可能な社会を目指しま
す。 

 【７つの柱のイメージ】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

〜環境と経済の好循環を実現する持続可能な社会へ〜 

…分野ごとの施策  …横断的施策  
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② 持続可能な社会を実現するための地域づくり・人づくり 

－多様な主体による環境啓発活動や環境教育－ 

① 経済・社会のグリーン化 

－技術・システム・ライフスタイルのイノベーション－ 
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【7 つの柱の目指す姿】 

１ 経済・社会のグリーン化（柱１） 
 －技術・システム・ライフスタイルのイノベーション－ 

○ 事業者が、環境配慮型のビジネススタイルへの転換、商品・サービス
の開発・普及に努め、県民一人一人が、環境配慮型のライフスタイルを
選択する経済・社会のグリーン化が進んだ社会。 

○ 環境負荷の低減に寄与する産業が発展し、新たな価値の創出や社会シ
ステムの変革等グリーンイノベーションが進んだ社会。 

〇 環境負荷低減努力が利益に結び付き、環境関連産業が基幹産業の一つ
となっている社会。 

２ 持続可能な社会を実現するための地域づくり・人づくり（柱２） 
 －多様な主体による環境啓発活動や環境教育－ 

○ 県民誰もが環境負荷の少ない行動を実践することで、持続可能な社会
を実現している暮らしやすい地域。 

○ 個々に行われていた環境教育、環境学習等が広がり、地域に根差した
環境保全の取組のネットワークが拡大した社会。 

３ 脱炭素社会への移⾏（柱３） 
 －地球温暖化防止と気候変動への適応－ 

○ 省エネルギー型のライフスタイル・ビジネススタイルが浸透し、地域
の特性を活かした太陽光、風力等の再生可能エネルギーや水素エネルギ
ーの活用、森林の適正管理が進む等、脱炭素化に向けて温室効果ガスの
排出削減と吸収源に関する対策（緩和策）が進んだ社会。  

○ 集中豪雨等の自然災害に備えたインフラ整備や、高温に強い農作物の
品種開発・普及等の対策（適応策）が進み、気候変動の影響による被害
を防止・軽減することにより、迅速に回復できる社会。 

４ 循環型社会の推進（柱４） 
 －資源の効率的活⽤と廃棄物の適正処理－ 

○ 県民や事業者等の活動により、製品のライフサイクル全体での効果
的・効率的な資源循環が進み、限られた資源が有効に利用される社会。 

○ 廃棄物の不法投棄がなく、適正に処理され、県民が快適に暮らせる社
会。 
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５ 自然共生社会の推進（柱５） 
 －生物多様性の保全・利⽤と「ワンヘルス」の実現－ 

○ 県民一人一人や事業者が生物多様性の重要性を認識し、暮らしの中や
事業活動において常に生物多様性に配慮した行動がとられている社会。  

○ 豊かな自然の保全と社会経済活動が両立し、人と生きものが環境の中
で一つにつながり、健やかにともに生きることにより成立した里地里山
や里海等の地域、文化が保全される等、生物多様性の恵みを持続的に享
受できる社会。 

６ 健康で快適に暮らせる生活環境の形成（柱６） 
 －心地よい空気・水・土・居住環境の保全－ 

○ きれいな空気・清らかな水・安全な土壌・静かな居住環境等が守られ
た、県民が健康で心地よく暮らせる社会。 

○ 個性豊かで、美しいまち並みと景観の保全形成に取り組み、誇りを持
って次の世代に継承することができる社会。 

７ 国際環境協⼒の推進（柱７） 
 －県内の環境技術によるアジアの環境問題の改善－ 

○ アジア諸地域と構築した人的ネットワークや、県内に蓄積された環境
技術・ノウハウ等を活用し、アジアの環境問題の改善、持続可能な社会
の構築を促進する社会。 

○ NPO や事業者等の民間における国際環境協力が活性化している社会。 
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